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ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド 幼 児 教 育 視 察 研 修 の ご 案 内
ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド に は 、 「 テ ・ フ ァ ー リ キ 」 と 呼 ば れ る 、 世 界 的 に も 注 目 さ れ て い る 幼 児 教 育 の ナ

シ ョ ナ ル ・ カ リ キ ュ ラ ム が あ り ま す 。 こ れ は 、 世 界 で 初 め て 二 文 化 主 義 （ バ イ カ ル チ ュ ラ リ ズ ム ）

の 理 念 の も と に 作 ら れ た も の で 、 先 住 民 マ オ リ 族 と イ ギ リ ス 系 移 民 の 文 化 を 、 単 に 互 い に 尊 重

す る だ け で な く 、 パ ー ト ナ ー と し て 共 に 国 を 築 い て い く と い う 思 想 を 根 幹 に し て い る 点 に 大 き

な 特 徴 が あ り ま す 。

本 視 察 研 修 で は 、 ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド の 教 員 資 格 を 取 得 し 、 現 地 の 保 育 園 ・ 幼 稚 園 ・ 小 学 校 で の 勤

務 経 験 を も ち 、 日 本 で は こ ど も 園 の 園 長 と し て ラ ー ニ ン グ ス ト ー リ ー の 実 践 に も 取 り 組 ん で き

た 谷 島 直 樹 先 生 が 同 行 し ま す 。 現 地 で の 解 説 や 講 義 を 通 し て 、 ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド の 幼 児 教 育 の

魅 力 と 本 質 に 迫 り ま す 。

さ ら に 、 ラ ー ニ ン グ ・ ス ト ー リ ー に 関 連 す る 特 別 講 演 も 予 定 し て い ま す 。 テ ・ フ ァ ー リ キ に 精 通 し

た 講 師 を 迎 え 、 そ の 理 念 と ラ ー ニ ン グ ・ ス ト ー リ ー の 実 践 的 な 展 開 に つ い て 学 ぶ 機 会 と な る 予

定 で す 。 通 常 の 観 光 旅 行 で は 見 る こ と の で き な い 教 育 の 現 場 を じ っ く り 視 察 し 、 世 界 的 に 注 目

さ れ る ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド の 幼 児 教 育 を 深 く 学 べ る 貴 重 な 研 修 で す 。 ぜ ひ ご 参 加 く だ さ い 。

段 落

ニュージーランドニュージーランド

幼児教育視察7日間幼児教育視察7日間
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幼児教育視察7日間

企画・実施 ： 株式会社ATI



① 二文化主義（バイカルチュラリズム）を実践する教育現場を視察
ニュージーランドでは、幼児教育から大学に至るまで、マオリの言語と文化を継承するための教

育システムが確立されています。本視察では、いわゆるメインストリームの幼児教育施設に加え、

マオリ語を中心に教育を行っているコハンガレオ（マオリ語の幼児教育施設）や、バイリンガルユ

ニットと呼ばれる、マオリ語で授業が行われるコースを設置している小学校も訪問します。

全ての教育施設で二文化主義を意識した実践が行われていますが、

マオリ語で行われている施設も見ていくことがより深い理解につながる。

ニュージーランドの二文化主義の今を深く理解できる貴重な機会です。

② 現場での学びを通じて、日本との違いを考察
本研修では、幼稚園、コハンガレオ、プレイセンター、小学校など、多様な教育機関を訪問します。

視察を通じて、日本とニュージーランドの教育理念や実践の違いを体感し、

それぞれの強みや課題について考察を深めることができます。

  谷島　直樹先生　プロフィール

日本で7年保育士として勤務した後、2014年にニュージーランドへ渡り、

オークランドの保育園・幼稚園・小学校で約9年間、教育実践を重ねた。

小学校では教員として小学0〜1年生を1年半担任した。

帰国後は、こども園の園長として、ニュージーランドで学び実践してきた視点を生かしながら、保育者とと

もに日々の保育に取り組んできた。現在は、日本国内で客員教授・非常勤講師を務めるほか、園内研修や

自治体主催の研修・講演にも携わり、ニュージーランドを中心とした国外の幼児教育や、保育・アセスメント

のあり方を伝えている。

「子どもはすでに育つ力を持っている存在である」という前提を大切にしながら、ニュージーランドのナシ

ョナルカリキュラム「Te Whāriki」の理念やラーニング・ストーリーの思想を手がかりに、保育やアセスメ

ントのあり方を問い直す実践と発信を続けている。

聖徳大学大学院博士課程前期修了、児童学修士。ニュージーランド保育士資格・教員免許を有する。著書

『ニュージーランドの保育園で働いてみた――子ども主体・多文化共生・保育者のウェルビーイング体験記』

（ひとなる書房）は、2022年度日本保育学会文献賞を受賞。

　　　

③ 専門家によるテ・ファーリキのレクチャー
「テ・ファーリキの理念とその実践」について、

テ・ファーリキに精通した講師によるレクチャーを予定して

います。テ・ファーリキの制定の背景、幼児教育が歩んでき

た歴史、そして現在の課題と展望について直接学べる貴重

な機会です。

研修の特徴

参加申込希望の方は以下QRコードより
お申込みください。

お問合せは下記までご連絡ください。
株式会社ATI
〒101-0032 東京都千代田区岩本町2-4-1
神田岩本町プラザビル８階
 TEL：03-5829-6396
Email: mitsuyo@ati-jp.com　
担当：三世（ﾐﾂﾖ）、宮谷、上杉

申込締切申込締切

2026年6月19日（金）2026年6月19日（金）

申込締切
2026年6月19日（金）



予定日程案 

 

※交通機関並びに時刻は変更になることがあります。 

※視察先や研修先が受入先の状況により他の施設へ変更となることがあり、また日程が入れ替わることがあります。 

※各視察場所には現地日本語コーディネーターガイドまたは日本人の先生が同行いたします。 

<食事>Ｂ＝朝食 Ｌ＝昼食 Ｄ＝夕食 機＝機内食 ×＝なし 

日 

次 

月 日  

（ 曜 日 ）  
都  市  名  

発 

着 

交 通 

機 関 

現 地 

時 間 
日     程   (食事)[宿泊地] 

1 

 

2026 年 

8 月 22 日 

（土） 

 

東京（成田） 

 

 

 

発 

 

 

 

NZ-090 

 

 

15:45 

18:45 

 

 

成田空港にご集合 

ニュージーランド航空 090 便にてオークランドへ 

【所要：10 時間 35 分／時差：+4 時間】 

(――機)［機中泊］ 

2 23 日 

（日） 

オークランド 

 

 

着 

 

専用バス 

 

09:20 

 

 

午後 

オークランド空港到着、入国審査、通関 

 

専用バスにて One tree hill へ 

昼食 

ホテルチェックイン 

市内レストランにて夕食 

(機×D) [オークランド] 

3 24 日 

（月） 

オークランド   

専用バス 

 

徒歩 

 

午前 

 

午後 

 

 

保育園の視察 

 

谷島先生のレクチャー 

(B××)[オークランド] 

4 25 日 

（火） 

オークランド   

専用バス 

 

徒歩 

 

午前 

 

午後 

 

 

コハンガレオの視察 

 

テ・ファーリキのレクチャー 

 

(B××)[オークランド] 

5 26 日 

（水） 

オークランド   

専用バス 

 

午前 

 

午後 

 

プレイセンター 

 

小学校・バイリンガルユニットの視察 

(B××)[オークランド] 

6 27 日 

（木） 

   終日 自由行動 

 

(B××)［オークランド］ 

7 28 日 

（金） 

 

オークランド 

東京（成田） 

 

発 

着 

専用車 

NZ-099 

 

10:15 

 

18:15 

専用バスにて空港へ 

ニュージーランド航空 99 便にて帰国の途へ 

【所要：10 時間 55 分／時差：-4 時間】 

入国審査・通関、解散 

(×機－) 



旅 行 条 件  
＜ 2026 年 4 月 20 日設定 ＞ 

１．旅行期間     ：  2026 年 8 月 22（土） ～ 8 月 28 日（金） 7 日間 

２．日   程：  日程表をご参照下さい。 

３．参加人数：  18 名 （最少催行人数 14 名） 

４．旅行代金：  475,000 円  

＊「上記旅行代金に含まれないもの」の項目①に掲載しております海外空港諸税は為替レートにより変動します。 

                  
※上記旅行代金に含まれるもの 

①エコノミークラス利用往復航空運賃 

※燃油特別付加運賃は含まれております。 

②旅行日程に明示した視察及び研修にかかる費用 

③宿泊費用（5 泊/2 名 1 室利用） 

  Auckland City Hotel あるいは同等クラスホテル 

④日程に明示した食費 

（8/24,25,26,27 の朝食、8/23 の夕食） 

⑤手荷物運搬料金（ｽｰﾂｹｰｽ） 

  （重量：23 ㎏まで 

   縦・横・高さの合計：158ｃｍ以内のもの 1 個） 

⑥添乗員同行費用 

 

※上記旅行代金に含まれないもの 
①成田空港施設使用料・海外空港諸税・国際観光旅客税 

（2026 年 4 月現在：約 17,560 円） 
②海外旅行保険料（任意加入） 

③日程に明示した以外の食費 

（8/23,24,25,26,27 の昼食、8/24,25,26,27 の夕食） 

④個人的な費用（電話代、通信費、郵便・切手代、ランドリー代、 

心付け・チップ、土産代など） 

⑤超過手荷物料金： 1 人あたり 23kg を超過する場合 

⑥一人部屋利用追加料金 ： 76,000 円 

⑦ニュージーランド ETA 申請料：アプリからの申請 NZ$117 

（各自申請） 

 

５．参加申し込み方法： 2026 年 6 月 19 日（金）までに右記 QR コードよりお申込みください。 

 

                                                                     

６．募集型企画旅行契約： この旅行は、株式会社ＡＴＩ（以下「当社」という）が企画・実施するものであり、参加されるお客様は当社と

募集型企画旅行契約を締結することになります。旅行契約の内容・条件は、別途お渡しする当社旅行

業約款募集型企画旅行契約の条件書および、ご出発前にお渡しする最終の旅行日程表と称する確定

書面によります。 

                   

７．旅行代金のお支払い： 申込みと同時に参加申込金として、50,000 円を下記口座にお振込みください。参加申込金のお振り

込みあるいはお支払いの確認後、当社の承諾により旅行契約が締結されます。この申込金は旅行

代金の一部となり、残金は 2026 年 7 月 17 日（金）までにお振り込みいただきます。残金につきまし

ては、改めてご案内いたします。 

 

    

 

８．取消料     ： 参加お申し込みの後、お取り消しされた場合は下記取消料がかかりますのでご注意下さい。 

・旅行開始日の前日から起算し、さかのぼって 30 日目に当たる日以降の取り消し ·················· 旅行代金の 20% 

・旅行開始日の前々日以降～ご出発日当日出発前までの取り消し ·········································· 旅行代金の 50% 

・旅行開始後取り消し、または当日無連絡の不参加 ········································································ 旅行代金の 100% 

 

９．免 責    ： 当社は、参加者が次に例示するような事由により被られた損害または旅行日程の変更もしくは旅行の中止については責任を 

負いません。ただし、当社または当社の手配代行者の故意または過失が証明されたときはこの限りではありません。 

天災地変、戦乱、暴動、運送・宿泊機関の事故もしくは火災、日本または外国官公署の命令、外国の

出入国規制、伝染病による隔離、食中毒、盗難、運送機関の遅延・不通・スケジュール変更 

 

株式会社ＡＴＩ 

観光庁長官登録第 141 号・一般社団法人日本旅行業協会（JATA）正会員・国際航空運送協会（IATA）公認 

新しい消費者保護制度 JATA ボンド保証協会に加入 

〒101-0032 東京都千代田区岩本町 2-4-1 神田岩本町プラザビル８階 

電話：03-5829-6396  FAX：03-5829-6397 

E-mail：mitsuyo@ati-jp.com  ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ： http://www.ati-jp.com 

総合旅行業務取扱管理者：上杉 真    担当者： 三世・宮谷 

（営業時間：9:00～18:00 土日祝を除く） 

三井住友銀行 ひなぎく支店（当座） 2854054 

口座名 『カ）エイティーアイ』 
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